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泉
裕

一
さ
ん
が
逝

っ
て
早
く
も
二
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

学
識
高
く
、
温
厚
で
、
人
当
た
り
の
良
い

泉
さ
ん
は
、
秋
田
県
庁
を
定
年
退
職
後
、
第

二
の
職
場
と
し
て
自
然
環
境
調
査
会
社
に
再

就
職
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
第
二
の
人
生
を
楽
し

も
う
と
し
て
い
た
矢
先
に
突
如
病
魔
に
襲
わ

れ
、
僅
か
半
年
程
で
、
入
院
先
の
秋
田
赤
十

字
病
院
で
薬
石
効
な
く
逝

っ
て
し
ま
っ
た
。
（平
成
二

十
三
年
年
六
月
二
十
七
日

享
年
六
十
三
才
）

専
門
分
野
の
野
鳥
を
始

め
、
自
然
環
境
関
連
に
精

通
し
て
い
た
泉
さ
ん
は
、

今
後
の
秋
田
支
部
の
公
益

的
事
業
運
営
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
に
、

そ
の
あ
ま
り
に
も
早
い
逝

去
に
愕
然
と
し
て
し
ま
っ
た
。

泉
さ
ん
と
の
初
対
面
は
、
泉
さ
ん
が
自
然

保
護
課
に
所
属
し
て
い
た
昭
和
五
十
年
後
半

頃
だ
つ
た
と
思
う
。
　
　
．

当
時
、
太
平
山
県
立
自
然
公
園
整
備
促
進

地
域
協
議
会
の
要
員
と
し
て
、
登
山
道
や
施

設
の
整
備
等
を

一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
小

生
は
、
自
然
保
護
の
観
点
か
ら
種
々
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
つ
つ
、
そ
の
整
備
促
進
に
大

き
な
尽
力
を
頂
い
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
県

立
自
然
公
園
管
理
員
時
代
も
含
め
、
公
私
共

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。

泉
さ
ん
と
の
思
い
出
は
数
々
あ
る
が
、
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
事
は
、
昭
和
六
十
二

年
人
月
に
、
ま
だ
県
で
未
調
査
地
で
あ
つ
た

倉
沢
山

（焼
山
の
南
）
の
湿
原
を
案
内
し
、

強
烈
な
ヤ
ブ
を
漕
ぎ
、
新
種
を
求
め
て
植
生

を
調
査
し
た
事
や
、
平
成
七
年
十

一
月
に
、

太
平
山
で
初
め
て
天
然
記
念
物
の
ク
マ
グ
ラ

が
畠
山
秀
雄
さ
ん
に
よ

っ
て
発
見

。
撮
影
さ
れ

た
時
、
そ
の
鑑
定
を
し

て
い
た
だ
き
、
当
時
、

新
聞

・
テ
レ
ビ
等

で

大
々
的
に
報
道
さ
れ
た

事
等
が
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
七
月

に
日
本
山
岳
会
秋
田
支

部
に
入
会

（
一
〇
三
二

〇
）
さ
れ
、
最
近
で
は
、

県
内
の
標
高
百
房
以
下
に
茂
る
太
い
ブ
ナ
林

が
残
さ
れ
て
い
る
場
所
等
を
紹
介
し
て
頂
い

た
り
、
平
成
二
十

一
年
六
月
に
は
、
秋
田
支

部
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
自
然
保
護
全
国

集
会
秋
田
大
会
で
の
基
調
講
演

（演
題

「ブ

ナ
は
残
つ
た
か
し

を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ

さ
り
、
大
会
は
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
出

来
、
支
部
の
歴
史
に

一
頁
を
加
え
て
い
た
だ

い
た
。

こ
こ
に
、
生
前
で
の
ご
交
情
に
感
謝
申
し

上
げ
、
泉
さ
ん
の
プ
ロ
フ
イ
ー
ル
を
紹
介
し
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

秋
田
大
学
時
代
か
ら
鳥
類
生
態
学
を
学
び
、

特
に
ク
マ
ゲ
ラ
生
態
研
究
の
実
力
者
、
権
威

者
と
し
て
、
昭
和
五
十
年
森
吉
山
中
で
そ
の

生
存
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
同
地
で
繁
殖
を

確
認
、
初
め
て
本
州
で
の
留
鳥
を
証
明
す
る
。

そ
の
後
、
森
吉
山
の
ブ
ナ
原
生
林
の
保
護
を

図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ク
マ
グ
ラ
の
生
息
地

と
し
て
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
を

「鳥
獣
保
護

区
特
別
保
護
地
区
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

Ｚつ
。昭

和
五
十
八
年
二
月
か
ら
、
白
神
山
地
の

ブ
ナ
林
保
護
調
査
に
か
か
わ
り
、
こ
こ
で
も

ク
マ
グ
ラ
の
営
巣
を
確
認
す
る
な
ど
、
自
神

山
地
の
ブ
ナ
林
の
保
護
運
動
に
大
き
な
影
響

力
を
与
え
、
後
の
「自
然
環
境
保
全
地
域
Ｌ
森

林
生
態
系
保
護
地
域
」
「鳥
獣
保
護
区
」
「世

界
遺
産
地
域
」
等
の
指
定
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。倉

沢
湿
原
を
調
査
す
る
泉
さ
ん
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秋
田
支
部
で
は
、
公
益
的
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
太
平
山
歩
道
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
十

一
月
に
設
置
し
た
中
岳

へ
の
案
内

板
が
、
登
山
者
か
ら
冬
期
間
の
登
山
に
大
変

役
立

っ
て
い
る
と
好
評
な
の
で
、
本
年
は
、

前
岳

へ
の
案
内
板
を
設
置
し
た
。
前
岳

へ
は

積
雪
期
に
迂
回
路
の
夏
道
を
通
ら
ず
、
旧
登

山
道
の
尾
根
上
を
登
っ
て
行
く
の
で
、
尾
根

へ
の
取
り
付
け
口
に
設
置
し
た
。

当
初
予
定
の
十

一
月
十
七
日
（土
）は
、
天
気

予
報
が
雪

・
雨
だ

つ
た
の
で
、
急
逮

一
日
繰

り
上
げ
て
十
六
日

（金
）
に
行
っ
た
。

午
前
八
時
、
参
加
者
十

一
名
が
二
手
ノ
又

登
山
口
に
集
合
。

人
時
二
十
分
、
作
業
用
具
の
草
刈
り
機
、

ナ
タ
、
ノ
コ
ギ
リ
、
草
刈
リ
カ
マ
を
各
自
持

参
し
、
準
備
は
万
全
で
あ
る
。

ミ
ー
テ
ン
グ
を
行

っ
て
二
班
に
別
け
、
案

内
板
設
置
班

（リ
ー
ダ
ー
堀
井
）、
中
岳
周
辺

歩
道
刈
り
払
い
班

（リ
ー
ダ
ー
安
藤
）
と
し
、

八
時
半
出
発
。
落
ち
葉
の
あ
る
山
道
を
ゆ
っ

く
り
登
る
。
樹
間
か
ら
眺
め
る
紅
葉
最
後
の

広
葉
樹
と
深
い
緑
色
の
松
と
杉
が
対
照
的
で
、

遠
方
の
山
並
み
も
美
し
い
。
途
中
、
自
然
観

察
を
取
り
入
れ
、
黄
葉
し
た
ク
ロ
モ
ジ
、
輝

き
の
葉
を
し
た
イ
フ
ウ
チ
ワ
、
春
を
待
ち
固

い
言
の
カ
タ
ク
リ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
等
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。

夏
山
と
違
い
汗
も
か
か
ず
、
全
員
元
気
で

ハ
イ
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
。　
一
時
間
程
で
女
人

堂
に
到
着
。
女
人
堂
の
祠
は
雪
囲
い
が
さ
れ

て
い
た
。

太
平
山
は
、
秋
田
市
内
の
登
山
愛
好
者
の

ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
で
、
前
岳
手
前
の
神
仙
山

神
社

（女
人
堂
）
ま
で
の
コ
ー
ス
に
人
気
が

あ
る
。
前
岳
は
、
女
人
堂
か
ら
尾
根
筋
を
十

分
位
進
ん
だ
北
側

へ
巻
く
道
の
右
手
側
に
あ

る
ピ
ー
ク
で
、
知
っ
て
い
る
人
は
以
外
に
少

な
い
。
大
半
の
人
は
女
人
堂
を
前
岳
と
思
っ

て
い
る
ら
し
い
。

こ
こ
か
ら
、
前
岳
の
案
内
板
設
置
の
目
的

地
に
到
着
し
、
案
内
板
を
設
置
し
た
。

積
雪
期
の
登
山
者
に
役
立
つ
と
思
う
と
張

合
い
も
あ
り
、
作
業
も
は
か
ど
っ
た
。

設
置
後
、
刈
り
払
い
班
に
合
流
す
る
た
め

中
岳
に
向
か
う
。

案
内
板
設
置
作
業

待
ち
に
待
っ
た
刈
り
払
い
が
、
天
候
不
順

の
た
め
急
逮
十

一
月
十
六
日
（金
）に
実
施
さ

れ
た
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
勢
十

一

名
が
二
手
ノ
又
登
山
口
駐
車
場
に
集
結
し
た
。

久
々
に
会
う
顔
、
交
わ
す
言
葉
、
ま
だ
ま
だ

日
本
の
元
気

（？
）
を
感
じ
る
。

ど
ん
よ
り
と
し
た
天
候
の
中
出
発
す
る
が
、

初
冬
の
冷
気
は
ひ
し
ひ
し
と
肌
に
凍
み
て
く

る
。
黙
々
と
山
道
を
進
む
が
、
心
臓
は
ド
キ

ド
キ
パ
ク
パ
ク
、
足
は
や
け
に
重
い
。
普
段

の
運
度
不
足
を
実
感
す
る
の
は
い
つ
も
こ
の

時
点
だ
。
時
折
す
っ
か
り
葉
を
落
と
し
た
ブ

ナ
の
木
立
か
ら
、
セ
ピ
ア
色
の
下
界
の
様
子

が
窺
え
る
。
遠
く
に
目
を
や
る
と
、
黒
褐
色

の
山
肌
に
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
ま
ぶ
し
た
よ
う

に
、
薄
ら
と
雪
を
被

っ
た
大
き
な
ド
ー
ム
状

の
中
岳
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
。
よ
し
、
い

く
ぞ
、
よ
う
や
く
元
気
も
出
て
き
た
。

前
岳
頂
上
付
近
の
歩
道
は
落
ち
葉
に
埋
も

れ
、
ふ
か
ふ
か
の
絨
毯
の
よ
う
。
昨
年
設
置

さ
れ
た
中
岳

へ
の
案
内
板
も
し
っ
か
り
と
設

置
さ
れ
て
お
り
、
登
山
者
か
ら
お
陰
様
で
あ

り
が
と
う
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
く
。

い
よ
い
よ
中
岳
到
着
。“
さ
あ
刈
る
ぞ
”

田
ん
ぼ
の
草
刈
り
と
違
い
、
急
登
の
登
山

道
の
笹
や
雑
木
、
石
交
じ
り
で
な
か
な
か
困

難
を
極
め
る
。
奥
岳
が
望
め
る
展
望
地
の
周

辺
が
す
っ
か
り
刈
り
払
わ
れ
明
る
く
な
つ
た
。

心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
作
業
も

一
段
落
、

展
望
の
よ
い
高
見
か
ら
の
昼
食
は
実
に
お
い

し
い
。
小
雪
が
舞

っ
て
き
た
。
曇
天
の
中
を

歩
道
の
刈
り
払
い
を
し
な
が
ら
下
山
。

草
刈
り
機
を
動
か
し
な
が
ら
の
下
山
は
滑

り
坂
に
足
を
と
ら
れ
、
無
機
的
に
ギ
ョ
ン
ギ

ヨ
ン
と
回
る
草
刈
り
機
は
大
き
な
石
に
当
た

り
、
勝
て
そ
う
に
も
な
い
太
い
木
に
突
き
刺

さ
さ
り
、
重
心
不
安
定
な
私
を
突
然
襲

っ
て

く
る
の
で
四
苦
八
苦
。

日
常
の
喧
騒
か
ら
逃
れ
、
心
身
共
に
リ
フ

レ
ツ
シ
ュ
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
人
々
に
四
季
折
々
の
太
平
山
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
思
う
の
で
、
毎
年
、
こ
の
作
業
は

続
け
て
行
き
た
い
と
思
つ
て
い
る
。

参
加
者
　
佐
々
木
（民
）

福
田
傘
◆
　
柳
田

鈴
木
（裕
）

堀
井
　
鎌
田
　
佐
藤
籍
じ

石
川
　
伊
藤
尖
Ｇ
　
安
藤
（金
）

会
員
外
　
畠
山

太
平
山
中
岳
目
担
を
刈
り
払
０
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十
二
月

一
日
午
後
六
時
か
ら
、
東
京
品
川

ホ
テ
ル
　
ア
ネ
ッ
ク
ス
タ
ワ
１
５
階
で
開
催
。

約
四
三
〇
名
出
席
。

晩
餐
会
開
催
に
先
立
ち
、
講
演
会
や
図
書

交
換
会
等
が
行
わ
れ
た
。
講
演
会
は
秩
父
官

賞
を
受
賞
し
た
小
泉
弘
氏
、
女
性
最
高
齢
で

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
登
頂
し
た
渡
邊
玉
枝
氏
、

学
生
部
の
イ
ン
ド

・
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
登
頂
遠

征
隊
等
の
講
演
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
久
々
に

関
東
在
住
の
秋
田
支
部
会
員
や
旧
知
の
会
員

と
の
交
流
も
出
来
、
有
意
義
な
会
で
あ
っ
た
。

秋
田
支
部
出
席
者

佐
々
木
民
秀
　
今
野
昌
雄
　
鈴
木
裕
子

佐
藤
博
　
佐
々
木
長
秀
　
大
船
武
彦

川
島
由
夫

晩
餐
会
の
翌
日
（十
二
月
二
日
）
、
集
合
場

所
の
あ
る
品
川
駅
南
口
に
向
か
う
。
構
内
は

大
変
広
か
っ
た
が
、
集
会
委
員
会
の
皆
さ
ん

の
誘
導
の
お
陰
で
集
合
の
十
分
前
に
は
到
着

で
き
た
。

今
回
の
参
加
者
は

一
一
五
名
。
二
台
の
バ

ス
に
分
乗
し
て
、
七
時
四
十
分
に
出
発
。
東

名
高
速
・裾
野
イ
ン
タ
ー
を
経
由
し
、
一
路
、

十
里
木
登
山
口
を
め
ざ
す
。
バ
ス
の
中
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
の
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
説
明
と
、

「地
図

・
越
前
岳
の
歴
史

・
山
行
記
念
タ
オ

ル
」
な
ど
の
配
布
が
あ
り
、
「さ
す
が
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
山
行
は
違
う
」
と
感
銘
す
る
。

私
達
の
バ
ス
に
、
途
中
か
ら
乗
り
込
ん
だ

本
会
の
会
長
さ
ん
と
、
下
河
辺
集
会
委
員
長

さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。
特
に
、
足
柄

付
近
を
通
る
こ
ろ
、
下
河
辺
さ
ん
が

「富
士

山
を
覆
う
雲
を
皆
の
息
で
吹
き
飛
ば
そ
う
」

と
話
さ
れ
る
と
、
そ
の
言
葉
ど
う
り
絶
妙
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
突
然
に
富
士
山
が
目
に
飛

び
込
ん
で
く
る
。
そ
の
姿
は
と
て
も
素
晴
し

く
、
私
達
の
バ
ス
ニ
号
車
の
全
員
か
ら
拍
手

が
沸
き
起
こ
っ
た
。

九
時
五
十
分
、
登
山
口
到
着
。
静
岡
支
部

の
皆
さ
ん
か
ら
、
甘
い
ミ
カ
ン
と
美
味
し
い

名
水
を
頂
く
。
「大
集
合
写
真
」
の
撮
影
が
あ

り
、
十
時
二
十
分
、
元
気
に
朝
の
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。

標
準
歩
程
は
、
登
り
二
時
間
、
下
り

一
時

間
と
か
。
越
前
岳

へ
の
コ
ー
ス
の
な
か
で
も

最
短
の
コ
ー
ス
。
こ
こ
を
往
復
す
る
計
画
で

あ
る
。

ス
ス
キ
が

一
面
に
生
え
た
急
な
斜
面
を
ゆ

っ
く
り
登
る
。
展
望
台
を
過
ぎ
る
と
傾
斜
が

少
し
緩
や
か
に
な
り
、
そ
こ
が
ベ
ン
チ
の
あ

る

「馬
の
背
」
で
あ
る
。

す
ぐ
に
樹
林
帯
の
中
に
入
り
、
展
望
は
ほ

と
ん
ど
き
か
な
く
な
る
。
ナ
ラ

・
ブ
ナ

・
ヒ

ノ
キ

・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど
、
多
様
な
樹
木
が

生
え
て
い
た
。

「勢
子
辻
」

へ
の
分
岐
を
通
過
す
る
と
、

ま
も
な
く
頂
上
で
あ
つ
た
。
十
二
時
二
十
分

着
。
越
前
岳

（
一
五
〇
四
Ｍ
）
は
、
富
士
山

の
南
側
に
あ
る
愛
鷹
連
峰
の
最
高
峰
で
あ
る
。

北
に
見
え
る
は
ず
の
富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス

は
、
残
念
な
が
ら
今
日
は
見
え
な
い
。
し
か

し
南
に
は
、
遠
く
霞
ん
だ
駿
河
湾
を
み
る
こ

と
が
で
き
た
。

越
前
岳
の
標
柱
の
前
で
、
秋
田
支
部
の
参

加
者
で
記
念
写
真
。
夫

（長
秀
）
は
、
尾
上

会
長
と
腕
を
組
ん
で
、
ち
や
つ
か
り
と
ツ
ー

シ
ョ
ツ
ト
。
頂
上
か
ら
東
に
下
る
と
愛
鷹
山

荘

へ
と
続
く
古
く
か
ら
の
コ
ー
ス
と
な
る
。

頂
上
近
く
で
座
り
心
地
の
良
さ
そ
う
な
木

の
枝
を
見
つ
け
、
暖
か
い
ダ
ウ
ン
を
着
込
み
、

温
か
い
ス
ー
プ
を
飲
み
な
が
ら
急
い
で
昼
食

を
と
る
。
十
二
時
四
十
五
分
、
下
山
開
始
。

足
元
で
は
、
立
派
な
霜
柱
が
ま
だ
残
っ
て

い
て
、
枯
れ
葉
を
持
ち
上
げ
て
い
た
。
ま
た
、

か
つ
て
の
登
山
道
が
雨
な
ど
で
流
さ
れ
、
そ

れ
を
避
け
て
通
る
た
め
、
い
く
つ
も
の
踏
み

跡
が
で
き
て
い
る
。
登
山
道
と
自
然
保
護
に

つ
い
て
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
。

十
二
時
三
十
分
、
「馬
の
背
」
着
。
こ
こ
で

も
、
や
は
り
富
士
山
は
麓
近
く
ま
で
雲
に
覆

わ
れ
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
佐
々
本
支
部

長
か
ら
、
以
前
に
撮
影
し
た
パ
ノ
ラ
マ
写
真

を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
こ
か
ら
の
富
士
山

の
姿
を
想
像
し
て
見
る
こ
と
に
し
た
。

登
山
口
近
く
ま
で
来
る
と
、
パ
ラ
パ
ラ
と

冷
た
い
雨
が
降
り
出
し
た
。
静
岡
支
部
の
「出

店
」
で
資
料
を
頂
き
、
記
念
に

「富
士
山
絵

地
図
」
を
購
入
。
「来
年
の
支
部
懇
談
会

（十

月
二
十
日

・
二

一
日

・
静
岡
）

へ
是
非
ご
参

加
下
さ
い
」
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
十
四
時
、

十
里
木
登
山
口
に
下
山
し
た
。

バ
ス
の
中
で
来
る
と
き
は
、
岩
手
の
方
か

ら

「早
池
峰
」
の
お
話
を
伺
い
、
帰
り
に
は

岐
阜
の
方
と
お
話
を
し
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員
な

ら
で
は
の
、
有
意
義
な
時
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
た
と
思
う
。
十
七
時
四
十
分
品
川
駅
着
。

越
前
岳
山
頂



日本 山 岳 会 秋 田 支 部

夫
婦
会
員
と
し
て
入
会
し
て
五
年
、
本
会

の
山
行
に
参
加
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
つ
た
。

集
会
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
ニ
コ
ニ
コ
と
し
た

笑
顔
は
、
バ
ス
の
中
で
見
た
富
士
山
と
共
に
、

私
の
心
の
中
に
焼
き
付
い
て
い
る
素
晴
し
い

想
い
出
で
あ
る
。

秋
田
支
部
参
加
者

佐
々
木
民
秀
　
今
野
昌
雄
　
鈴
木
裕
子

佐
藤
博
　
佐
々
木
長
秀
　
佐
々
木
悦
子

誦厖
予
驀
繹
議
報
告

十
二
月

一
日
、
晩
餐
会
に
先
立
ち
、
午
前

十
時
三
十
分
か
ら
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

ア
ネ
ッ
ク
ス
タ
ワ
１
５
Ｆ
会
議
室
で
開
催
。

佐
々
木
支
部
長
出
席
。

高
原
理
事
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
尾
上

会
長
か
ら
全
国
支
部
懇
談
会
の
お
礼
、
若
年

層
会
員
の
増
、
ユ
ー
ス
ク
ラ
プ
を
立
ち
上
げ

一
千
万
円
の
予
算
化
を
行
う
等
を
含
む
挨
拶

が
あ
っ
た
。

西
村
副
会
長
か
ら
は
、
第
十
四
回
秩
父
官

賞
は
山
岳
書
籍
デ
ザ
イ
ン
の
小
泉
弘
氏
、
名

誉
会
員
は
見
送
り
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
小
林
理
事
か
ら
は
会
員
の
増
に
よ
る
入

会
金
の
増
加
、
山
研
利
用
の
増
加
、
寄
附
金

の
増

（十
七
件
千
五
百
万
程
）
等
の
説
明
が

あ
っ
た
。
他
に
、
委
員
会
の
改
革
、
統
廃
合

に
つ
い
て

「法
人
運
営
適
正
化
Ｐ
Ｔ
」
を

「公

益
法
人
運
営
委
員
会
」
に
、
「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
委
員
会
」
を

コ
ア
ジ
タ
ル
メ
デ
ア
委
員
会
」

と
す
る
こ
と
や

「Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」

の
新
設
が
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
二
十
五
年
度
の
行
事
予
定
等
、

山
岳
保
険
、
登
山
教
室
、
森
づ
く
り
、
山
行

の
多
様
化
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

尚
、
秋
田
支
部
は
、
交
付
金

・
助
成
金
の

公
益

・
共
益

の
配
分

の
分
割
率

の
変
更
を
要

望
し
た
。

脩
財
聾
曝
書
当
者
会
議
報
告

一
月
二
十
六
日
、
市
ヶ
谷
。本
会
会
議
室
、

二
十
七
日
、
四
谷
プ
ラ
ザ

・
Ｆ
で
開
催
。

鈴
木
宏
↓
事
務
局
長
出
席

二
十
六
日
午
後

一
時
か
ら
開
催
。
高
原
理

事
の
司
会
で
進
行
。
吉
永
副
会
長
の
挨
拶
で

始
め
ら
れ
た
。

始
め
に
、
委
員
会
問
題
の
改
善
策
と
し
て
、

組
織
対
策
、
人
的
強
化
、
委
員
会
の
新
設
統

廃
合
、
活
動
の
広
報
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

会
の
組
織
図
も
示
さ
れ
た
。
特
に
、
委
員
資

格

「入
会
二
年
経
過
」
を
撤
廃
。
（新
入
会
員

も
す
ぐ
委
員
に
な
れ
る
）

続
い
て
、
支
部
長
会
議
時
の
資
料
に
基
づ

き
、
各
支
部
の
要
望
、
問
題
に
つ
い
て
、
各

支
部
と
も
活
動
会
員
の
固
定
化
、
高
齢
化
、

会
員
の
若
返
り
、
ま
た
、
交
付
金

・
助
成
金

の
配
分
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

次
に
、
先
に
行
わ
れ
た

「旅
行
業
法
に
関

す
る
勉
強
会
の
纏
め
や
、
「環
境
省
　
東
北
海

岸
ト
レ
イ
ル

（仮
称
）
路
線
」
等
の
検
討
業

務
に
節
田
理
事
が
出
席
し
、
青
森
、
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
各
支
部
に
協
力
依
頼
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
と
の
事
だ
つ
た
。

公
益
法
人
と
し
て
の
初
の
決
算
報
告
で
あ

る
二
十
四
年
度
決
算
に
つ
い
て

「会
計
処
理

の
手
引
き
」
を
中
心
に
作
成
の
指
導
が
あ
っ

た
。
公
益
目
的
事
業
の
事
業
を
行
い
、
領
収

書
及
び
源
泉
徴
収
書
の
添
付
、
寄
付
を
受
け

た
場
合
の
非
課
税
措
置
と
各
種
助
成
金
の
あ

る
支
部
に
つ
い
て
は
、
本
会
と
の
密
接
な
連

絡
を
取
り
な
が
ら
作
成
し
て
ほ
し
い
ど
の
こ

と
で
あ
つ
た
。

各
支
部
の
二
十
五
年
度
の
事
業
つ
い
て
報

告
が
求
め
ら
れ
、
秋
田
支
部
は
身
の
丈
に
合

っ
た
活
動
を
行
う
と
報
告
し
た
が
、
会
員
増

に
努
力
し
て
欲
し
い
と
要
望
さ
れ
た
。
（北
海

道
か
ら
埼
玉
支
部
ま
で
の
報
告
）

四
時
二
十
分
か
ら
、
神
崎
日
本
山
岳
協
会

会
長
の

「日
本
の
山
岳
界
」
に
つ
い
て
の
特

別
講
演
が
あ
っ
た
。
日
本
山
岳
会
設
立
当
時

の
こ
と
、
日
本
山
岳
協
会
、
日
本
勤
労
者
山

岳
協
会
、
都
岳
連
、　
ハ
ツ
ト
Ｊ
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
講
演
。
　

　

（六
時
か
ら
懇
親
会
）

二
十
七
日
、
午
前
九
時
か
ら
、
二
十
五
年

度
事
業
の
各
支
部
か
ら
の
報
告
。
（千
葉
支
部

か
ら
宮
崎
支
部
ま
で
）

続
い
て
節
田
理
事
か
ら
、
日
本
山
岳
会
選

定
三
百
名
山
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
の
出
版
事
業
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
秋
田
支
部
担
当

は
七
座
。
山
梨
支
部
や
信
濃
支
部
等
三
〇
座

を
越
え
る
支
部
は
首
都
圏
の
会
員
に
依
頼
す

る
等
の
案
も
提
起
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
全
国
支
部
懇
談
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
、
山
岳
保
険
、
山
の
日
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
東
京
会
議
の
報
告
書
等
が
配
布
さ
れ
た
。

事
務
連
絡
は
、
会
員
の
異
動
に
つ
い
て
は

事
務
局

へ
の
報
告
を
必
ず
行
う
よ
う
、
公
益

社
団
法
人
と
し
て
各
種
様
式
が
変
更
に
な

っ

て
い
る
、
退
会
届
は
本
人
が
提
出
す
る
よ
う

等
の
連
絡
が
あ
り
、
午
後
三
時
に
終
了
し
た
。

行
事
予
定
は
次
の
通
り

・
青
森
支
部
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典
兼
東

北

。
北
海
道
地
区
集
会
　
青
森
支
部
主
管

十
月
十
二
日

（土
）
～
十
二
日

（日
）

。
第
二
十
九
回
全
国
支
部
懇
談
会

静
岡
支
部
主
管

十
月
二
十
日

（日
）
～
二
十

一
日

（月
）

。
全
国
自
然
保
護
集
会
　
　
富
山
支
部
共
催

七
月
六
日

（土
）
～
七
日

（日
）

驀
爾
兼
告

◎
役
員
会
開
催

二
月
二
十
三
日
、
午
前
十
時
か
ら
県
民
会

館

（ジ
ョ
イ
ナ
ス
）
研
修
室
で
開
催
。

二
十
五
年
度
総
会
に
提
出
す
る
議
題

・
案

件
等
に
つ
い
て
協
議
。
〓
一百
名
山
登
山
ガ
イ

ド
」
出
版
事
業
計
画
、
旅
行
業
法
に
よ
る
募

集
登
山
の
問
題
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
た
。

出
席
者
　
佐
々
木
（民
）

鈴
木
（要
）

今
野
（昌
）

鈴
木
（裕
）

福
田
　
堀
井

佐
藤
（博
）

石
川
　
柴
日
　
安
藤
（金
）

高
橋
（忠
）

大
山
（健
）

伊

藤

秀

雄

氏

急
病
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年

十
二
月
二
日
逝
去

（享
年
八
十
才
）

杉

山

雄

幸

氏

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
平
成

二
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
逝
去

（享
年
六
十
二
才
）

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

支
部
か
ら
は
、
弔
辞
、
弔
電
、

弔
花
を
お
供
え
致
し
ま
し
た
。

伊
藤
氏
、
杉
山
氏
は
当
会
の
委
員

と
し
て
支
部
運
営
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
事
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

葉

雪
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